

























































































































Dickinson, 1971; 1973, Isacks et al., 1968, Le Pichon, 1968, McKenzie and Parker, 1967, 



























































































































































































































































































































　1970 年代にMatsuda and Uyeda（1971）は，太平洋型造山運動を定義し日本海の拡大までを
太平洋型に組み込んだ。その後の造山運動という概念をプレートテクトニクスでの再定義の試み









や海洋プレート層序という概念も導入され（磯﨑ほか, 2010, Matsuda and Isozaki, 1991），付加
体地質学が確立された。化石や同位体年代をもとに，低温高圧型の広域変成岩類が過去の付加体
を起源とすることも検証もされてきた。さらに，沈み込みに伴った火成作用の特徴がTTG（詳




































































































































ることが示された（Suyehiro et al., 1996）。東北日本でのマグマ形成のモデルとして，島弧の火












































　低温高圧型変成帯を境する上下の断層を見分ける方法も考えられた（Isozaki and Itaya, 
1990）。一般に，低温高圧型の広域変成帯は，断層で境され薄い板状体になっており（Masago 
et al., 2004），高温の状態で非変成付加体のなかに固体のまま構造的に貫入したもの（Maruyama, 
1997; Maruyama et al., 1996）であることが明らかになってきた。島弧の付加体を原岩とした藍
閃石相に達する変成作用の温度圧力条件は，衝突型の半分以下（Maruyama et al., 1996）であっ
た。最も高い変成作用をうけた部分でも，デュープレックス構造，海洋プレート層序の復元，圧


































海洋プレートが海溝へ到着し付加した年代の上限を示している（Sawaki et al., 2010）。ジルコン
粒子の縁（リム）には変成作用で再結晶のジルコンができることがあり，その部分の年代から変























構造浸食型（付加作用がないところ）が約75％で，付加型は25％となっている（Scholl and von 
















図 4 構造侵食の作用 
 島弧における現在の構造浸食作用の特徴をまとめたもの。構造侵食作用で島弧全体の消滅も起











































Huene and Scholl（1991），Clift and Vannucchi（2004），山本（2010），植田（2010）をまとめた。小出（2019）を修正。
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　 幅400 〜 500km， 長 さ2000kmに も お よ ぶ 大 規 模 な 太 平 洋 型 造 山 帯（Maruyama and 

































































































































































































































































































































図 8 太平洋型造山運動の変遷史モデル 




































































図 9 日本列島の沈み込み帯 
 日本列島周辺の沈み込み帯と島弧とその特徴。赤太線: 付加作用が起こっている沈み込み帯。
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Geological Significances of Island Arcs on Orogeny
 KOIDE Yoshiyuki
Abstract
　Orogeny is a part of the tectonics, and is most active geological functions on 
the Earth. Orogeny is classified with the collision-type and the Pacific-type. The 
Pacific-type orogeny is developed at subduction zone,  but orogeny belt often is not 
developed by structure erosion at a subduction zone. The intense Pacific-type orogeny 
is formed at the island arc subducted by oceanic ridge, for example, Southwest Japan 
arc.
Keywords:		Pacific-type	 orogeny,	 tectonic	 erosion,	 low-pressure	 and	 high-temperature	
metamorphic	rock,	TTG,	tectonics
 （こいで　よしゆき　札幌学院大学人文学部教授　こども発達学科）
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